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１.問題と目的

うらみ」とは何であるか。日常的に使用される言葉で

あるだけに、その意味について深く考える機会は少ない

ように思える。「うらみ」という言葉は、特に報道の中で

耳にすることが多いのではないか。例えば、2016年７月

に発生した、20代のバレエ講師が指を切断された事件に

おいて、逮捕された男は恨みの感情を持ち続けた末に事

件を起こしたと述べている（時事通信社,2016年11月

７日）。このように、暴力犯罪の加害者の動機として「う

らみ」が語られることは少なくない。

臨床心理学領域においても、昨今注目が集まっている

いじめ問題に関して「うらみ」の関連が指摘されている。

朝倉（2004）は、いじめ加害者の特徴として、恨みといっ

た他者への敵意的攻撃性を向けやすいことを報告してい

る。さらに、加害者だけでなく被害者が抱く「うらみ」

についても指摘する見解が多くある（例えば、塩谷（1997）

など）。福島（1985）では、「いじめられたから、いじめ

る」という構図があることを指摘し、いじめの被害者が

別の弱い相手を対象として、昔いじめられた「恨み」を

晴らしていると説明している。また、竹内・戸田・高橋

（2015）では、いじめ被害者に適切なアフターケアをし

ないと、その子たちが学校に恨みを持って復讐しにいき、

子どもと先生を殺して自分も死ぬという悲劇が起き得る

と指摘されている。「うらみ」の対象はいじめの加害者だ

けにとどまらない可能性があり、二者関係を超えて問題

が拡大していく恐れがあるといえよう。

このように、「うらみ」は犯罪やいじめといった社会問

題の発生要因の一つであることが考えられ、その特徴や

影響を解明することは問題解決やその予防にとって非常

に重要な課題である。そこで、本研究では、「うらみ」に

関する先行研究を概観し、現在報告されている「うらみ」

の定義や特徴を整理する。さらに、インタビューデータ

に基づいて「うらみ」の構造を分析し、先行研究で得ら

れた知見との比較検討を行う。

２. うらみ」の定義と様相

うらみ」の定義や様相を捉えるために、現在までに報

告されている知見について整理していく。「うらみ」の辞

書的な意味については、Table. 1にまとめたので参照さ

れたい。

学術研究において、「うらみ」の定義や特徴については、

数は少ないもののいくつかの文献において提唱されてい

る。特に体系的に述べられているものとして郷古（1976；

1978）と山野（1989）がある。郷古（1978）では、「うら

み」の本質的な要素として、「１.相手の仕打ちに不満を

持つ、２.表立ってやり返せない、３.その相手の気持を

推量できず、いつまでも執着し、じっと相手の本心や出

方をうかがう」が挙げられており、これらは一つの心理

的過程を表しているとされている。また、ここでは「う

らみ」は代理的対象に向けられることがあり、対象の置

き換えや般化が生じ得るとされている。さらに、「うらみ」

は攻撃的感情でありながらあくまで受動的・受身的であ

ると指摘されており、この受身性は日本人の特性である

とも指摘されている（荒木,1976）。加えて、郷古（1976）

は、受動的憎悪から隠忍の果て攻撃へと転ずる過程を「恨

み」とし、「恨み」には攻撃行動も含まれていることを強

調している。

一方、山野（1989）では「うらみ」を「他者から受け

た不当な仕打ちを不当と思い、不快感を抱きながらも、

相手の実力や本心や出方が推測できないため、強い報復

欲求を抑制し、いつまでもそれに執着しながら辛抱し続

ける苦しさを基調として発現する感情もしくは情念」と

定義している。また、「うらみ」は弱者が抱きやすい感情

であると述べられており、弱者なるがゆえに憎しみを主
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体的能動的に解消できず、内にこもるほかないときに「う

らみ」が生まれるとしている。さらに、他から与えられ

た不当な仕打ちの内容によって「うらみ」を「恨み」と

「怨み」に大別している。それぞれ、①恨み：相手への

甘えや一体感欲求が拒否されて生じた受動的な敵意であ

り、甘えとアンビバレンスな関係にある感情。②怨み：

a. 相手がどうしても甘えや一体感の回復欲求に気づか

ないため、恨みが解消せず、その苦しさに耐えきれず害

意を抱くようになった時の感情。b. パーソナルな関係が

なかった相手から不当な仕打ちを受けながら直ちに報復

できず害意を抱き続けている時の感情、と説明されてい

る。

「うらみ」と甘え

土居（1971）は、恨むのは甘えを拒否されたというこ

とで敵意を向けるためであり、単なる敵意や憎悪の表現

ではなく、その裏に甘えたい気持ちを宿していると述べ

ている。表面的な甘えは裏の恨みを防衛していることも

あり、その逆もあるため、これらは表裏一体の関係であ

ることが考えられる。一方、山野（1989）は一体感欲求

の拒絶によって「うらみ」が生じるということに注目し

ているが、その一体感欲求とは甘えの心的背景のことで

もある。

感情研究

感情研究において、「うらみ」が扱われている研究はい

くつかあるが、どれも「うらみ」を中心として扱われた

ものではない。例えば、寺崎他（1992）で作成された多

面的感情状態尺度においては、敵意因子を構成する項目

として「うらんだ」という項目が含まれている。嫌悪感

情について調査した研究においては、憎悪感情因子の項

目として“Ａさんに対してうらみを感じている”という

項目が示されている（山本,2003）。他にも、青年期（中

学生、高校生、大学生）を対象に日頃感じている感情を

調査した研究では（落合,1994）、全190の感情の中でも

「うらみ」は日常的に感じることが比較的少ない感情で

あることが示唆されている。

西欧における「うらみ」

怨みは“grudge”、“resentment”、“ill feeling”、“mal-

ice”と訳されるが、その意味合いはこれらの訳語とは異

なると述べられている（Kuno, 1991）。さらに、日本人は

裏に保持することを好む傾向があることや、日本人に特

徴的である受身性が「うらみ」と関連していると考えら

れ、これは日本人に特有な概念である可能性が示唆され

ている（Kuno, 1991；郷古,1978）。しかし、「うらみ」

を持つのは日本人だけではないということも指摘されて

おり（郷古,1978）、概念としては認識されていなくとも、

現象としては日本人以外にも起き得ると考えられる。

小考察

いくつもの「うらみ」についての文献から、「うらみ」

の共通要素が見えてきた。それは、他者からの不当な仕

打ち、敵意・攻撃性、不快感情の持続や事柄への執着、

受身性、そして甘えなどを包含する心理過程であるとい

うことである。しかし、共通要素は見られるものの、「う

らみ」の定義は一貫しておらず、概念として確立されて

いないようである。また、定義がなされていても、実証

的なデータに基づいているものではなく、臨床経験に基

づいた主観的見解によるものなどであった。よって、今

後は、実証研究による「うらみ」の概念整理を行い、定

義を確立させる必要があると考えられる。

３. うらみ」の近接概念

うらみ」は多様な感情が関連しており、複雑な概念で

あることが推測される。関連する多様な感情との比較を

通し多角的に「うらみ」を捉えることで、その理解は一

層深まると考えられる。そこで、ここでは「うらみ」の

近接概念を取り上げ、「うらみ」との関連を考察していく。

攻撃性

山崎らでは（坂井・山崎,2004；Yamasaki&Nishida,

2009）、恨みを反応的不表出性攻撃（inexpressive aggres-

sion）の一つとして述べている。反応的不表出性攻撃と

Table. 1 うらみ」の辞書的意味
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は、攻撃誘発刺激に対して怒りを感じた時、その怒りが

もたらす一次元的反応が直接的攻撃として表に出ないも

のである（山崎,2002）。「うらみ」は他者の仕打ちがきっ

かけとなっており、他者への敵意や害意を表出させず、

辛抱したり、じっと相手の出方を伺ったりすることが特

徴である（郷古,1978；山野,1989）。よって、「うらみ」

は反応的不表出性攻撃の一つであることが考えられる。

敵意

攻撃性の認知面として、敵意は“他者に対するネガティ

ブな信念、恨み、猪疑心”と定義されている（山崎・坂

井・曽我・大芦・島井・大竹,2001）。また、Buss&Durkee

(1957）によるHostility-Guilt Inventory (HGI）の下位

尺度であるRessentmentは、秦（1990）において“恨み”

と訳されている。ここでは、Resentmentとは不当な扱い

に対する怒りの感情であるとされており、攻撃の情緒的、

態度的側面を表していると述べられている。以上から、

「うらみ」は敵意を構成する概念の一つであり、攻撃性

の認知的・態度的側面に位置していることが示唆され

る。

怒り・憎しみ

恨みは怒りの下位感情としても指摘されている（山根,

2005）。山根（2005）は怒りの下位感情として恨みと憎し

みを挙げ、憎しみは自己の損害に関わらず、社会的正義

に対する強い違反者に対して起こるが、恨みは相手の違

反性よりも自分の被害性が問題であるときに生じると述

べている。また、恨みが生じる場面として、自分の愛が

裏切られた場合が挙げられており、原状（愛情関係）回

復への執着があると、愛憎のアンビバレント状態になる

とも指摘されている。怒りが生ずるもっとも基本的な組

み合わせの一つとして「拒絶と否定への怒り」が挙げら

れており（宮本,2012）、これは「裏切り」に関わる側面

であると考えられる。こういった関連性から、拒絶や否

定、裏切りが「うらみ」の生起要因となっている可能性

が考えられる。

妬み

妬みは「他者が自分よりもなんらかの点で有利な状況

にあることを知ることによって生じる不快な感情反応」

と定義されており（澤田,2003）、「うらみ」の類縁語と

して位置付けられている（山野,1989）。さらに、Titel-

man (1981）から、澤田（2005）は妬み感情を構成して

いる感情としてうらみ（resentment）を挙げている。妬

みは劣等感と関連していることが多く報告されており

（Horney, 1937；Salovey&Rodin, 1985；澤田・新井,

2002；澤田,2009）、弱者が抱きやすい感情であるという

点で「うらみ」に通ずる感情であると考えられる（山野,

1989）。自分が相対的に弱い立場・劣位であることが、妬

みと「うらみ」の共通要素であると考えられる。また、

妬みの中核は自分にないものをほしいという敵意を帯び

た「願望」であるため（澤田,2009）、敵意と関連してい

る点においても、妬みと「うらみ」の共通した側面であ

ると考えられる。

しかし、「うらみ」には被害性が重要であると考えられ

るが（郷古,1978；山野,1989；山根,2005）、妬みの生

起においてそれは必須条件ではないことが相違点である

と考えられる。つまり、被害性が「うらみ」と妬みの弁

別において重要であると考えられる。

許し

許しとは、「自身の感情を害することを知覚し、それに

向けられた否定的な感情、認知、動機づけあるいは行動

が、中性あるいは肯定的に変化する個体内プロセス（加

藤・谷口,2009）」のことであり、加藤・谷口（2009）が

作成した許し尺度においては、許しは寛容さ因子と恨み

因子によって構成されていることが示された（加藤・谷

口,2009）。ここにおける恨み因子は許しと負の関係にあ

ることが示唆されている。他にも、恨みの上位感情であ

る怒りは許しの対立感情であることも指摘されているた

め（山根,2005）、許しと恨みが相反する概念であること

が示唆される。この恨み因子は身体的攻撃、短気、敵意

そして言語的攻撃と有意に関連しているとされる（加

藤・谷口,2009）。また、許しは恨みと相反する概念であ

る可能性が示唆されるため、怒りや怨みなどのネガティ

ブな感情が攻撃性や復讐といった反社会的な行動へ移行

することの予防に役立つと考えられている（加藤・谷口,

2009）。

Resentment
 

Resentmentは“恨み”と訳されることがあり（秦,

1990）、ウィズダム英和辞典〔第３版〕（2013）によると、

「憤り、憤慨、怒り（anger）；恨み」とされている。

Resentmentについては欧米諸国において多くの研究が

なされており、不公正感と関連していることが一貫して

報告されている（Feather& Sherman, 2002;Feather&

Nairn, 2005;Feather, 2008a）。Resentmentは怒りの一

種であるが（Feather, 2008b）、その中心は不公正感であ

ると指摘されており（Feather&Sherman, 2002）、この

点において、不当な仕打ちをきっかけに生じる「うらみ」

と共通していると考えられる（山野,1989）。しかし、

resentmentは他者に開かれたものであり、制裁的特徴を

持つとされているため（Smith,Parrott,Ozer&Moniz,

1994）、裏に保持される傾向がある「うらみ」とはこの点

で異なると考えられる（Kuno, 1991）。よって、resent-
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mentと「うらみ」は、近しい概念ではあるが、異なる別

の概念であることが考えられる。

小考察

うらみ」とその近接概念との関連について見てきた

が、これらをまとめたものをFigure. 1に示す。「うらみ」

は敵意や怒りといった攻撃性に関わる概念と関連がある

と考えられる。さらに、憎しみや妬みと異なり、「うらみ」

には特に被害性が重要であることが考えられる。Resent-

mentと「うらみ」は不公正感による怒りであることが共

通しており、resentmentが「うらみ」の英訳とされる所

以である可能性が示唆される。つまり、不公正感は「う

らみ」において重要な要素である可能性が考えられる。

また、「うらみ」の解消においては、「うらみ」と相反す

る概念である許しが重要な要因である可能性が考えられ

る。

４. うらみ」の構造の分析

先述の通り、「うらみ」の実証研究は寡少であり、定義

も確立されていないため、まずは「うらみ」とは何であ

るのかという現象学的な問いに答える必要がある。その

ためには、事後的に内省することによって表象された感

情が最も直接体験に近いと考えられるため（山根,

2005）、「うらみ」を抱いた経験がある人の語りをもとに、

その特徴を検討することが求められよう。そこで、本研

究では、「うらみ」を抱いた経験についての語りをもとに、

その構造や要素について検討するための予備的な調査を

行う。

方法

調査対象者 『うらみ』を抱いた経験がある人」を対象

とした便宜的サンプリングを行い、調査に同意した４名

（男性３名、専門学校教員、自営業、会社員；女性１名、

大学院生）を対象とした。

調査方法 先行研究の知見を参考にインタビューガイド

を作成し、半構造化面接を行った。インタビューガイド

の内容は、「『うらみ』のきっかけ、『うらみ』の対象、感

情状態、その時の行動、その時の欲求・願望」である。

インタビューを行う前に、研究において説明や同意なく

個人情報などのプライバシーについて公開しないことを

伝達した。その上で、インタビューへの参加とその録音

について了承を得た。インタビューの場所についてはプ

ライベートが守られるよう配慮し、時間は約30分程度で

あった。

分析方法 インタビューにおける発言をKJ法（川喜多,

1967）を援用し分析した。分析は、臨床心理学を専攻す

る大学院生３名によって行われた。

結果と考察

インタビューデータの分析によって得られたカテゴリ

をTable. 2に示す。これらは、カテゴリとサブカテゴリ、

その具体例から構成されている。

各カテゴリの説明 抽出されたカテゴリとサブカテゴリ

について説明していく。以下では、カテゴリを＜＞、サ

ブカテゴリを［］、インタビュー内の語りを『』で表す。

うらみ」を抱いた対象として、＜一次的対象＞と＜二

次的対象＞が得られた。＜一次的対象＞とは、「うらみ」

をもつきっかけとなる直接的な対象のことであり、［生活

空間が同じで、関わりが多い対象］［生活空間は同じだが、

Figure. 1 うらみ」と近接概念との関係図

― ―56



 

Table. 2 カテゴリ一覧
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関わりが少ない対象］［生活空間が異なる対象］から成

る。＜二次的対象＞とは、「うらみ」喚起に関して直接的

に関わってはいないが、その出来事や一次的対象との関

連で「うらみ」の対象となったものである。例えば、自

分の姉をいじめる子どもが一次的対象で、その子どもの

家族が二次的対象にあたる。前項で、「うらみ」は対象が

二者関係を超えて拡大していく恐れがあることについて

触れたが、本研究でも対象が＜二次的対象＞に般化する

可能性が示唆された。また、関係性がなかった対象へ「う

らみ」を向けることも示され（［生活空間が異なる対象］）、

「うらみ」は多様な対象に向けられ得るものであると考

えられる。

＜欲求不満状況＞は、「うらみ」喚起のきっかけにあた

るカテゴリであり、［期待の裏切り］と［被害体験］から

成る。［期待の裏切り］とは、自分の要求や期待が先行し

て存在し、他者がそれに応えてくれない、またはそれを

拒絶するような事態を示す。これは甘えや一体感欲求が

拒否されて「うらみ」が生じるとされる見解や（土居,

1971；山野,1989）、「うらみ」喚起の場面として裏切り

や拒絶、否定が関連しているという示唆に通ずると考え

られる。［被害体験］とは、要求や期待に関わらず、他者

によって危害を加えられたり、他者の行動によって損失

を被ったりする事態のことを示す。

＜ うらみ」対象への感情＞は、［怒り］［憎しみ］［羨

み］［好意的感情］［アンビバレントな感情］から成る。

「うらみ」対象に対しては、不快感情だけでなく好意的

感情も語られ、『可愛さ余って憎さ百倍』とアンビバレン

トな感情も抱いていることが語られた。また、近接概念

として指摘されていた妬みは抽出されず、代わりに［羨

み］が示された。しかし、妬みの構成因子は羨望に相当

するため（澤田・新井,2002）、［羨み］は妬みとほぼ同

義であると考えられる。妬みに［被害感］は必須条件で

はないが、本研究で示されたように、被害感が伴う妬み

が「うらみ」喚起に関連している可能性がある。

＜出来事に関する感情＞は、「うらみ」が喚起された出

来事を受けて生じた感情のことであり、［被害感］［無力

感］［不公正感］［後悔］［感情表出への抵抗感］［原因不

明な不快感情］から成る。［原因不明な不快感情］とは、

その不快感情がどうして生じているのか、何に対して生

じているのかなどが不明確なものを示している。「うら

み」のきっかけとして不当な仕打ちについて指摘されて

いるが、本研究においても［不公正感］が抽出された。

これより、「うらみ」を喚起させる出来事が不当・不公正

であるという点は「うらみ」喚起において重要であると

示唆されよう。

＜感情処理の困難さ＞は、生じた感情を上手く対処で

きないことを示しており、［感情の制御不能感］［感情の

消化不良］から成る。

＜不快感情の状態＞は、［不快感情の増幅］と［不快感

情の持続］から成り、前者は不快感情の強さが増してい

るが、後者は単に不快感情が長期間続いていることを示

している。

＜ うらみ」対象への願望＞は、＜積極的願望＞と＜受

身的願望＞から成り、前者は［破壊的・暴力的願望］と

［自己主張願望］、後者は［不幸を願う思い］と［存在・

関係性の消滅願望］から構成されている。＜積極的願望＞

とは何らかの行動を起こしたいという願望であり、＜受

身的願望＞とは自ら行動を起こさず、自身の希望を願う

ものである。

＜事後の行動＞とは、「うらみ」が喚起される出来事が

起きた後にとった行動を示しており、［「うらみ」対象へ

の行動化］［不快感情への対処行動］［行動を起こさない］

から成る。［「うらみ」対象への行動化］は「うらみ」対

象へ向けられた反攻的行動であるが、［不快感情への対処

行動］は人に話して感情を消化させるといった、感情に

焦点化した対処方略のような側面を持っている。

各カテゴリ間の関係性 抽出されたカテゴリ間の関係性

をFigure. 2に示す。各カテゴリ間の関係性は、＜欲求不

満状況＞の違いによって様相が異なっているため、以下

では［期待の裏切り］場面と［被害体験］場面に分けて

説明する。

まず、［期待の裏切り］場面において、＜ うらみ」対象＞

は［生活空間が同じで、関わりが多い対象］であること

が見出され、さらに二次的対象へと般化する可能性が示

唆された。＜ うらみ」対象への感情＞として、［怒り］［憎

しみ］［羨み］といったネガティブな感情だけでなく、［好

意的感情］といったポジティブな側面を含む感情も示さ

れ、［アンビバレントな感情］を持ち得ることが示された。

これは、甘えと恨みが表裏一体であるという見解を示唆

する結果であると考えられる。

＜出来事に関する感情＞を含む喚起された感情はうま

く処理されず（＜感情処理の困難さ＞）、［不快感情の持

続］や［増幅］を招き、さらにそれらを適切に処理する

こともできないといった悪循環が生じると考えられる。

［感情処理の困難さ］は、特に［アンビバレントな感情］

の影響を受けている可能性がある。この［アンビバレン

トな感情］は相反する感情を同時に持つ複雑な感情であ

るため、それを処理することは容易ではないと考えられ

よう。さらに、＜ うらみ」対象＞が比較的関わりが多い

対象であるため、事後も不快感情が喚起される機会が多
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くなり、［不快感情の持続］や［増幅］が生じると考えら

れる。そして、こうして生じた悪循環によって、不快感

情は自然に解消されにくくなると推測される。

これらの感情が影響して、＜ うらみ」対象への願望＞

が生じると考えられる。例えば、［怒り］や［憎しみ］と

いった攻撃的感情は、［破壊的・暴力的願望］を引き起こ

すかもしれないし、［無力感］は［不幸を願う思い］を生

み出すかもしれない。

＜ うらみ」対象への願望＞は＜事後の行動＞に影響す

るが、特に＜受身的願望＞は［行動を起こさない］と［不

快感情への対処行動］のみに影響する可能性が示唆され

た。また、［無力感］や［感情表出への抵抗感］があるこ

とから、［行動を起こさない］可能性が考えられる。さら

に、［不快感情への対処行動］は＜感情処理の困難さ＞に

影響を与え、適切な感情処理を促す可能性が示唆された。

［破壊的・暴力的願望］は［期待の裏切り］場面におい

てのみ示されたが、これは暴力犯罪の動機として語られ

る「うらみ」の背景要因である可能性がある。また、「う

らみ」が攻撃行動へと発展することが指摘されているが

（郷古,1976）、実際に行動を起こさない場合もあること

が示唆された。

次に、［被害体験］場面において、＜ うらみ」対象＞と

して［生活空間は同じだが、関わりが少ない対象］と［生

活空間が異なる対象］が見出された。＜ うらみ」対象へ

の感情＞は、［期待の裏切り］場面とは異なり、［怒り］

と［憎しみ］というネガティブな感情のみであった。

喚起された不快感情は持続する傾向があり（［不快感情

の持続］）、［期待の裏切り］場面と同様に、＜ うらみ」対

象への願望＞を生み出すと考えられる。しかし、［被害体

験］場面においては、＜積極的願望＞として見られたのは

［自己主張願望］のみであった。

これらの願望によって影響を受ける＜事後の行動＞と

しては、［行動を起こさない］のみが示された。これは、

＜ うらみ」対象＞が比較的関わりが少ない対象であるこ

とから、その対象に向けた行動をとることが困難である

ためであると考えられる。さらに、＜ うらみ」対象＞と

の関わりが少ない分、不快感情が増幅する機会も少なく、

［期待の裏切り］場面のような悪循環が生じにくいため、

目立った＜不快感情への対処行動＞が見られなかったの

ではないかと考えられる。

最後に、［期待の裏切り］場面と［被害体験］場面の比

較を行う。両場面に共通して見られる要素として、［怒り］

と［憎しみ］があり、「うらみ」との関連性を報告する先

行研究の知見に通ずる結果であると言える。特に、［怒り］

の発言数は多く、「うらみ」の中核的感情であることがう

かがえる。

［被害感］も両場面において一貫して抽出されており、

「うらみ」の重要な要素であることが考えられる。これ

Figure. 2 カテゴリ間の関係性

― ―59



は「うらみ」と他の近接概念を弁別する重要な要素であ

る。また、［被害感］は［被害体験］場面だけでなく、［期

待の裏切り］場面においても示されている。［期待の裏切

り］場面において、『それまでは自分の気持ちを受け止め

てくれました、そこから受け止めてくれませんっていう

ことで（中略）この気持ちどうしたらいいの みたいな

さ。全くの利己的なことだよね。エゴだとしか思えない

けど』という語りが見られ、期待を裏切られたり要求を

拒絶されたりすることで［被害感］を感じるが、それを

『利己的』であると認識していることがうかがえる。利

己性や自己中心性が強いことにより、［期待の裏切り］場

面において「うらみ」を喚起しやすくなるのかもしれな

い。

５.今後の課題

うらみ」の様相を検討するため、先行文献の概観とイ

ンタビューデータの分析を行ってきたが、これらを通し

て「うらみ」研究の今後の課題が見えてきた。

うらみ」は攻撃行動に発展することが指摘されている

が、本研究では必ずしもそうではないことが示唆された。

「うらみ」によって攻撃行動に出るか否かに関わる要因

はどのようなものであるのか、内的な個人要因や周囲の

環境要因を含め検討する余地があるだろう。

本研究においてはカテゴリ化されなかったが、「うら

み」対象の行動の背景が許せるものであれば「うらみ」

を持たなかったという語りが見られた。これは、許しが

「うらみ」と相反する概念であることを示唆しており、

「うらみ」の解消において重要な要因である可能性が考

えられる。また、本研究においても［不快感情への対処

行動］が抽出されたが、その効果や方略については示さ

れなかった。「うらみ」の解消についても、今後の実証研

究において検討すべき課題であると考えられる。

また、「うらみ」に関連する［怒り］や［無力感］は、

臨床心理学的問題を引き起こすことが考えられる。制御

困難な［怒り］は心身の健康や対人関係の悪化を招き（高

橋・高橋・林・長澤,2014）、［無力感］は気分の落ち込

みや抑うつに発展する可能性が考えられる。前述した対

処方略と共に、「うらみ」に関わる臨床心理学的問題を明

らかにしていく必要があるだろう。

うらみ」とは多様な要素や条件が重なった時に生じる

主観的体験である以上に、その一連のプロセス全体を示

す概念なのかもしれない。Figure. 2で示されているさ

まざまな段階で「うらみ」は体験されるが、そのプロセ

ス全体によって「うらみ」は維持されていると考えられ

る。つまり、単なる要素の集まりではなく、段階を含む

プロセスによって「うらみ」は形成され、維持されてい

るのではないかと考えられる。今後は、本研究で示唆さ

れた観点についてより精緻に検討し、「『うらみ』とは何

であるのか」という問いを明らかにしていくことが望ま

れる。
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